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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第57期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第58期
第１四半期
累計(会計)期間

第57期
連結会計年度

会計期間

自  平成21年
    ９月１日
至  平成21年
    11月30日

自  平成22年
     ９月１日
至  平成22年
     11月30日

自  平成21年
    ９月１日
至  平成22年
    ８月31日

売上高 (千円) 1,833,0041,242,6166,497,925

経常利益 (千円) 35,061 55,308 257,416

四半期(当期)純利益 (千円) 34,415 57,329 229,380

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,408,6001,408,6001,408,600

発行済株式総数 (株) 11,000,00011,000,00011,000,000

純資産額 (千円) 1,793,7541,991,7021,962,993

総資産額 (千円) 5,890,9545,369,8815,512,007

１株当たり純資産額 (円) 164.31 182.45 179.82

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 3.15 5.25 21.01

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 3.00

自己資本比率 (％) 30.4 37.1 35.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 576,221△392,2381,042,816

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △50,916 100,000△109,123

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △85,175 △85,294△200,657

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,297,0101,212,0161,589,916

従業員数 (名) 119 116 117

（注）１ 当社は前事業年度において連結子会社１社の解散決議を行い、当第１四半期に清算結了いたしております。

よって当第１四半期累計（会計）期間より四半期連結財務諸表を作成しておりません。また前連結会計年度

まで連結財務諸表を作成しているため、前第１四半期累計（会計）期間及び前事業年度に代えて前第１四半

期連結累計（会計）期間及び前連結会計年度について記載しております。

 ２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期会計期間において、連結子会社でありました株式会社ユニオンバンクを平成22年11月４

日付けで清算結了いたしております。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数(名)
         　　　116　　　

          (28)

（注）１　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。 

　    ２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）でありま

す。

      ３　臨時従業員には、期間契約、パートタイマー契約及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

　

(1) 受注実績
　

セグメントの名称
当第１四半期会計期間　　　　　　　　　
　　　　(自　平成22年９月１日 
  至　平成22年11月30日)

前年同四半期比
（％）　　　　　

設備事業（千円） 1,304,559 ―

(注) １ 当社では設備事業以外では受注生産形態をとっておりません。

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 売上実績

　

セグメントの名称
当第１四半期会計期間　　　　　　　　　
　　　　(自　平成22年９月１日 
  至　平成22年11月30日)

前年同四半期比
（％）　　　　　

設備事業（千円） 1,231,954 ―

その他事業（千円） 10,662 ―

合計 1,242,616 ―
　

（注）１ 売上高総額に対する割合が100分の10以上の相手先の売上高及びその割合

　　　　　 前第１四半期連結会計期間

　　　　　　 ㈱秋山工務店　　　　　　　438,478千円　　　23.9％

　　　　　　 ㈱田村工務店　　　　　　　235,700千円　　　12.9％

　　　　　 当第１四半期会計期間

　　　　　　 (医法)八峰会池田病院　　　183,199千円　　　14.7％

　　　　　   茨城県　　                149,755千円　　　12.1％

 ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価

証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。なお、

前第１四半期会計期間は四半期連結財務諸表を作成しておりましたが、前事業年度に連結子会社の解散決

議をし、当第１四半期会計期間において清算結了いたしております。よって当第１四半期会計期間は四半期

財務諸表を作成しており、前第１四半期会計期間との比較・分析は行っておりません。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、海外市場の回復や景気対策等による企業収益の改善

など一部回復の兆しが見られるものの、欧州を中心とした金融不安や円高の影響により、国内の雇用情

勢や景気の先行きはいまだ不透明な状況で推移しております。 

当社関連の建設業界におきましては、公共工事の見直しも進まず、民間設備投資も先行き不透明感か

ら投資意欲が低く、引き続き極めて厳しい経営環境となっております。 

このような状況のもと、当社は引き続き工事利益率及び営業利益率の向上を目標に、受注時採算性の
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強化、原価管理及び施工管理の徹底、諸経費削減などの施策を実施してまいりました。 

しかしながら、当第１四半期会計期間の業績は、受注高は13億４百万円となり、売上高も受注高の減

少などから12億42百万円にとどまりました。 

損益面におきましては、売上高の減少にもかかわらず、工事利益率が向上し営業利益は51百万円、経

常利益も55百万円となりました。その結果、四半期純利益は57百万円となりました。 

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

 （設備事業） 

設備事業の受注工事高は13億４百万円となり、完成工事高は12億31百万円、営業利益は98百万円とな

りました。 

 （その他事業） 

その他事業の売上高は10百万円、営業利益は5百万円となりました。 

なお、各セグメントに配分していないセグメント利益の調整額は、全社費用の52百万円であり、主に

各セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　
(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ１億41百万円減少し、53億69百万

円となりました。その要因は、主に現金預金の減少によるものであります。 

負債合計は、前事業年度末に比べ１億72百万円減少し、33億78百万円となりました。その要因は、主に

未成工事受入金の減少によるものであります。 

また、純資産は、前事業年度末に比べ31百万円増加し、19億91百万円となりました。その要因は、主に

四半期純利益の計上に伴い利益剰余金が増加したことによるものであります。 

　
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物は３億77百万円減少し、12億12百万円となり

ました。 

当第１四半期会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益を計上

し、仕入債務も増加したものの、売上債権及び未成工事支出金が増加し、未成工事受入金も減少したこ

となどから３億92百万円の支出超過となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の償還から１億円の収入超過となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、有利子負債の削減などから85百万円の支出超過となりまし

た。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第１四半期会計期間において、当社は研究開発活動を特段行っておりません。

　
(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設・除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 44,000,000

計 44,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年1月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,000,00011,000,000
大阪証券取引所　　　　ＪＡ

ＳＤＡＱ　　　　（スタン

ダード）

単元株式数は1,000株であります。

計 11,000,00011,000,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年11月30日 ― 11,000,000 ― 1,408,600 ― 3,705

　

　

(6) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大量保有報告書等の写しの送付等がなく、大株主の異動は把握してお

りません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年８月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　83,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,885,000
10,885 ―

単元未満株式
普通株式

32,000
― ―

発行済株式総数 11,000,000― ―

総株主の議決権 ― 10,885 ―

(注)  １　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式534株が含まれております。

 ２　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が8,000株(議決権８個)含まれ

ております。 

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 
暁飯島工業株式会社

茨城県水戸市千波町 
2770番地の５

83,000 　　― 83,000 0.75

計 ― 83,000 ― 83,000 0.75

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
９月 10月 11月

最高(円) 94 106 83

最低(円) 72 71 70

(注)　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、そ

れ以前は大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表及び四半期財務諸表の作成方法について

（1） 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規

則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

（2） 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和

24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

（3） 前第１四半期連結会計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び前第１四半期連結累

計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）は、四半期財務諸表を作成していないため、前第

１四半期累計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半期損益計算書及び四半期

キャッシュ・フロー計算書に代えて、前第１四半期連結累計期間（平成21年９月１日から平成21年11月

30日まで）に係る四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書を記載しておりま

す。また、前事業年度末の要約貸借対照表に代えて、前連結会計年度末の要約連結貸借対照表を記載して

おります。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間(平成21年９月１

日から平成21年11月30日まで)及び前第１四半期連結累計期間(平成21年９月１日から平成21年11月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日ま

で)及び当第１四半期累計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)に係る四半期財務諸表につ

いて、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３  四半期連結財務諸表について

当社は、前事業年度に連結子会社でありました株式会社ユニオンバンクの解散決議を行い当第１四半期

において清算結了いたしておりますが、解散に伴う損失見込み額は前事業年度の当社単体決算に取り込ん

でおり、他に連結子会社も持分法を適用すべき関連会社もありませんので、当第１四半期会計期間(平成22

年９月１日から平成22年11月30日まで)及び当第１四半期累計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30

日まで)については連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】
【当第１四半期会計期間末】

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年11月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,226,016

受取手形・完成工事未収入金 987,735

有価証券 46,558

未成工事支出金 234,605

立替金 120,860

繰延税金資産 48,212

その他 12,515

貸倒引当金 △40,100

流動資産合計 2,636,404

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 1,109,366

減価償却累計額 △825,058

建物・構築物（純額） 284,307

土地 2,160,682

その他 12,835

減価償却累計額 △9,187

その他（純額） 3,648

有形固定資産合計 2,448,638

無形固定資産 1,375

投資その他の資産

投資有価証券 219,914

長期貸付金 500

長期未収入金 99,170

その他 34,477

貸倒引当金 △70,599

投資その他の資産合計 283,463

固定資産合計 2,733,477

資産合計 5,369,881
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 1,054,658

短期借入金 1,387,000

1年内返済予定の長期借入金 129,840

1年内償還予定の社債 45,000

未払法人税等 559

未成工事受入金 262,654

完成工事補償引当金 8,100

工事損失引当金 7,400

賞与引当金 25,100

その他 82,362

流動負債合計 3,002,674

固定負債

社債 105,000

長期借入金 219,550

退職給付引当金 33,188

その他 17,766

固定負債合計 375,504

負債合計 3,378,179

純資産の部

株主資本

資本金 1,408,600

資本剰余金 3,705

利益剰余金 664,537

自己株式 △21,320

株主資本合計 2,055,522

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △63,819

評価・換算差額等合計 △63,819

純資産合計 1,991,702

負債純資産合計 5,369,881
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【前連結会計年度末】
(単位：千円)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年８月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,603,916

受取手形・完成工事未収入金 780,029

有価証券 139,700

未成工事支出金 154,412

繰延税金資産 56,616

その他 78,254

貸倒引当金 △32,500

流動資産合計 2,780,429

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 1,109,366

減価償却累計額 △819,975

建物・構築物（純額） 289,390

土地 2,160,682

その他 12,835

減価償却累計額 △8,712

その他（純額） 4,123

有形固定資産合計 2,454,195

無形固定資産 1,498

投資その他の資産

投資有価証券 212,281

長期貸付金 500

長期未収入金 99,180

その他 58,776

貸倒引当金 △94,854

投資その他の資産合計 275,883

固定資産合計 2,731,577

資産合計 5,512,007
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(単位：千円)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 936,185

短期借入金 1,426,800

1年内返済予定の長期借入金 129,840

1年内償還予定の社債 45,000

未払法人税等 38,254

未成工事受入金 420,315

完成工事補償引当金 9,000

賞与引当金 65,400

役員賞与引当金 8,000

その他 65,474

流動負債合計 3,144,269

固定負債

社債 105,000

長期借入金 252,010

退職給付引当金 31,076

その他 16,658

固定負債合計 404,744

負債合計 3,549,014

純資産の部

株主資本

資本金 1,408,600

資本剰余金 3,705

利益剰余金 642,309

自己株式 △21,320

株主資本合計 2,033,293

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △70,300

評価・換算差額等合計 △70,300

純資産合計 1,962,993

負債純資産合計 5,512,007
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(2)【四半期損益計算書】
【前第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成21年11月30日)

売上高

完成工事高 1,822,175

その他の事業売上高 10,828

売上高合計 1,833,004

売上原価

完成工事原価 1,652,868

その他の事業売上原価 4,435

売上原価合計 1,657,303

売上総利益 175,701

販売費及び一般管理費

従業員給料及び手当 34,182

賞与引当金繰入額 8,463

退職給付費用 3,302

貸倒引当金繰入額 27,683

その他 61,438

販売費及び一般管理費合計 135,069

営業利益 40,631

営業外収益

受取利息 614

受取配当金 561

仕入割引 1,956

受取地代家賃 2,224

その他 2,237

営業外収益合計 7,593

営業外費用

支払利息 12,601

その他 562

営業外費用合計 13,164

経常利益 35,061

特別利益

貸倒引当金戻入額 230

特別利益合計 230

特別損失

減損損失 484

特別損失合計 484

税金等調整前四半期純利益 34,806

法人税、住民税及び事業税 320

法人税等調整額 70

法人税等合計 391

四半期純利益 34,415

EDINET提出書類

暁飯島工業株式会社(E00246)

四半期報告書

14/29



【当第１四半期累計期間】
(単位：千円)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

売上高

完成工事高 1,231,954

その他の事業売上高 10,662

売上高合計 1,242,616

売上原価

完成工事原価 1,084,985

その他の事業売上原価 5,060

売上原価合計 1,090,045

売上総利益 152,570

販売費及び一般管理費

従業員給料及び手当 30,431

賞与引当金繰入額 7,504

退職給付費用 3,336

貸倒引当金繰入額 7,600

その他 52,411

販売費及び一般管理費合計 101,283

営業利益 51,287

営業外収益

受取利息 730

受取配当金 562

有価証券償還益 3,995

有価証券評価益 4,014

仕入割引 2,224

受取地代家賃 2,230

その他 1,853

営業外収益合計 15,611

営業外費用

支払利息 11,264

その他 325

営業外費用合計 11,589

経常利益 55,308

特別利益

関係会社事業損失引当金戻入額 2,349

退職給付引当金戻入額 11

貸倒引当金戻入額 8,547

特別利益合計 10,907

税引前四半期純利益 66,216

法人税、住民税及び事業税 483

法人税等調整額 8,403

法人税等合計 8,886

四半期純利益 57,329
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
【前第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成21年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 34,806

減価償却費 5,647

減損損失 484

貸倒引当金の増減額（△は減少） 27,453

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,118

受取利息及び受取配当金 △1,175

支払利息 12,601

有価証券償還損益（△は益） △1,153

売上債権の増減額（△は増加） 88,632

未成工事支出金の増減額（△は増加） 320,112

仕入債務の増減額（△は減少） △119,776

未成工事受入金の増減額（△は減少） 59,068

未収消費税等の増減額（△は増加） 35,431

未払消費税等の増減額（△は減少） 148

破産更生債権等の増減額（△は増加） △17,902

その他 164,374

小計 593,136

利息及び配当金の受取額 1,177

利息の支払額 △12,308

訴訟和解金の支払額 △4,000

法人税等の支払額 △1,784

営業活動によるキャッシュ・フロー 576,221

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2

有価証券の償還による収入 45,000

投資有価証券の取得による支出 △127,257

投資有価証券の売却及び償還による収入 31,343

投資活動によるキャッシュ・フロー △50,916

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 100

長期借入金の返済による支出 △81,580

自己株式の取得による支出 △13

配当金の支払額 △3,681

財務活動によるキャッシュ・フロー △85,175

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 440,129

現金及び現金同等物の期首残高 856,881

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,297,010
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【当第１四半期累計期間】
(単位：千円)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 66,216

減価償却費 5,679

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16,655

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △900

工事損失引当金の増減額（△は減少） 7,400

賞与引当金の増減額（△は減少） △40,300

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △8,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,112

関係会社事業損失引当金の増減額（△は減少） △7,000

受取利息及び受取配当金 △1,293

支払利息 11,264

有価証券評価損益（△は益） △4,014

有価証券償還損益（△は益） △3,995

売上債権の増減額（△は増加） △207,695

未成工事支出金の増減額（△は増加） △80,193

仕入債務の増減額（△は減少） 118,472

未成工事受入金の増減額（△は減少） △157,660

未収消費税等の増減額（△は増加） △2,073

未払消費税等の増減額（△は減少） △35,161

破産更生債権等の増減額（△は増加） 24,255

その他 △17,475

小計 △347,016

利息及び配当金の受取額 1,289

利息の支払額 △11,579

法人税等の支払額 △34,932

営業活動によるキャッシュ・フロー △392,238

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 100,000

投資活動によるキャッシュ・フロー 100,000

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △39,800

長期借入金の返済による支出 △32,460

配当金の支払額 △13,034

財務活動によるキャッシュ・フロー △85,294

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △377,533

現金及び現金同等物の期首残高 1,589,550

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,212,016
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第１四半期会計期間

(自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日)

１  会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年3月31

日）を適用しております。これによる営業利益、経常利益及び税引前四

半期純利益に与える影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第１四半期会計期間

(自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日)

１  一般債権の貸倒見積高の算定方法 当第１四半期会計期間末の貸倒実績率が前事業年度末に算定したもの

と著しい変化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率を

使用して貸倒見積高を算定しております。

２  完成工事に係る瑕疵担保費用 

　　見積額の算定方法

当第１四半期会計期間末の補償実績率が前事業年度末に算定したもの

と著しい変化がないと認められるため、前事業年度末において算定し

た補償実績率を使用して瑕疵担保費用見積高を算定しております。

３  法人税等並びに繰延税金資産 

　　及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控

除項目を重要なものに限定する方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経

営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められ

るため、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期会計期間(自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日)

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年11月30日)

　１　手形割引高及び裏書譲渡高

　 受取手形裏書譲渡高 63,105千円

　

前連結会計年度末
(平成22年８月31日)

　１　手形割引高及び裏書譲渡高

　 受取手形裏書譲渡高 59,534千円

　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日)

※１現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　(平成21年11月30日現在)

　現金預金 1,312,018千円

  預入期間３ヶ月超の定期預金 △15,008

　現金及び現金同等物 1,297,010

　

当第１四半期累計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

※１現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　(平成22年11月30日現在)

　現金預金 1,226,016千円

  有価証券 46,558

  計 1,272,575

　預入期間３ヶ月超の定期預金 △14,000

　ＭＭＦを除く有価証券 △46,558

　現金及び現金同等物 1,212,016
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(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間末（平成22年11月30日）及び当第１四半期累計期間(自  平成22年9月１日  至  平

成22年11月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第１四半期　　　　　　会計期

間末

普通株式(株) 11,000,000

　

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第１四半期　　　　　　会計期

間末

普通株式(株) 83,534

　

　

３  新株予約権の四半期会計期間末残高

該当事項はありません。

　

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月25日
定時株主総会

普通株式 32,749 3.00平成22年８月31日 平成22年11月26日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

EDINET提出書類

暁飯島工業株式会社(E00246)

四半期報告書

20/29



　

(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)において、全セグメントの売上

高の合計、営業利益の合計額に占める設備工事業の割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類別セ

グメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)において、在外連結子会社及び

在外支店がないため、記載しておりません。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)において、海外売上高がないた

め、記載しておりません。

　

【セグメント情報】

　(追加情報)

当第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成21

年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。

　

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社は、設備工事全般の受注・施工管理を主な内容とした設備事業と設備関連のコンサル業務や不動

産の売買・賃貸等を主な内容としたその他事業を営んでおります。また、その事業管理は、受注・施工管

理別の包括的事業戦略を立案可能な管理体制とし、事業活動を展開しております。従いまして、当社は、

「設備事業」、「その他事業」の２つを報告セグメントとしております。

各報告セグメントの概要は次のとおりであります。

　　設備事業　：建築設備工事、リニューアル工事、土木工事、プラント工事、ビルケア工事等

　　　　　　　　設備工事全般に関する事業

その他事業：設備関連コンサル業務及び不動産の売買・賃貸等に関する事業
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２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期累計期間(自 平成22年９月１日 至 平成22年11月30日)

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額 
（注）１

 四半期損益
 計算書計上
 額（注）２設備事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,231,95410,6621,242,616 ― 1,242,616

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,231,95410,6621,242,616 ― 1,242,616

セグメント利益 98,472 5,602 104,074△52,787 51,287

（注）１ セグメント利益の調整額△52,787千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

      ２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期会計期間末の契約額等は、前事業年度の末日と比較して変動がありませ

ん。

　

　

(持分法損益等)

該当事項はありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

当社は、ストック・オプションを発行しておりませんので、該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

　

　

(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動

が認められません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年11月30日)

　 　

　 182.45円
　

　
前連結会計年度末
(平成22年８月31日)

　 　

　 179.82円
　

　
(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期会計期間末
(平成22年11月30日)

純資産の部の合計額(千円) 1,991,702

普通株式に係る純資産額(千円) 1,991,702

差額の主な内訳(千円) ―

普通株式の発行済株式数(株) 11,000,000

普通株式の自己株式数(株) 83,534

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 10,916,466

　

項目
前連結会計年度末
(平成22年８月31日)

純資産の部の合計額(千円) 1,962,993

普通株式に係る純資産額(千円) 1,962,993

差額の主な内訳(千円) ―

普通株式の発行済株式数(株) 11,000,000

普通株式の自己株式数(株) 83,534

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 10,916,466

　

２  １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日 
  至　平成21年11月30日)

１株当たり四半期純利益 3.15円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
 

　

　

当第１四半期累計期間
(自　平成22年９月１日 
  至　平成22年11月30日)

１株当たり四半期純利益 5.25円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
　
　
(注)  １株当たり四半期純利益の算定上の基礎
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項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年９月１日
至  平成21年11月30日)

四半期純利益(千円) 34,415

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 34,415

普通株式の期中平均株式数(株) 10,917,200

　

項目
当第１四半期累計期間
(自  平成22年９月１日
至  平成22年11月30日)

四半期純利益(千円) 57,329

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 57,329

普通株式の期中平均株式数(株) 10,916,466

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年１月12日

暁飯島工業株式会社

取締役会  御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    坂    義    人    印

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    石    井    雅    也    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている暁飯

島工業株式会社の平成21年９月１日から平成22年８月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年９月１日から平成21

年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、暁飯島工業株式会社及び連結子会社の平成21

年11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は当

第１四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」を適用している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年１月13日

暁飯島工業株式会社

取締役会  御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    坂    義    人    印

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    石    井    雅    也    印

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている暁飯

島工業株式会社の平成22年９月１日から平成23年８月31日までの第58期事業年度の第１四半期会計期間(平

成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、暁飯島工業株式会社の平成22年11月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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